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１．地方公会計の概要 

（１）統一的な基準までの経過 

 平成 18 年に総務省から新地方公会計制度として、「基準モデル」と「総務省方式改訂モ

デル」の２つの作成指針が示され、各自治体はどちらかのモデルを選択し、財務書類を作

成し公表することとなりました。 

  しかし、財務書類作成の基準が自治体によって異なることにより、市町村間の比較が難

しいという課題があったことから、両モデルの統一を図ることが決定され、総務省におい

て財務書類作成の統一的な基準が示され、地方公会計におけるモデルが統一されました。 

 原則として平成 27 年度から平成 29 年度までの３年間で、全ての地方公共団体において

作成が必要となりました。 

 南幌町では、平成 28 年度決算から統一的な基準に基づいた財務書類等を作成していま

す。 

 

（２）地方公会計制度導入の目的 

地方公共団体の会計制度は、地方自治法等により、その調整方法や処理方法が規定され

ています。これらは、民間企業で採用されている「発生主義会計」に対して、「現金主義会

計」と呼ばれ、現金の収入と支出の記録に重点を置いたものとなっています。 

しかし、現金主義会計だけでは、地方公共団体の資産や債務の実態をつかみにくいこと

から、発生主義的な考え方を取り入れた決算資料の作成が求められていました。 

 

■地方公会計の目的 

○「発生主義・複式簿記」といった企業会計的要素を取り込むことにより、資産・負債

などのストック情報が把握できる。 

○現金主義の会計制度では見えにくいコストを把握し、自治体の財政状況等をわかりや

すく開示できる。 

○資産・債務の適正管理や有効活用といった、中・長期的な視点に立った自治体経営の

強化が可能になる。 

 

（３）官庁会計と新地方公会計制度の違い 

地方公共団体の会計は、単式簿記・現金主義によるもので、「現金」という 1 つの科目の

収支のみを記録するものですが、一方、新地方公会計制度による財務書類では、現金の収

支に関わらず、1 つの取引について、それを原因と結果の両方からとらえ、二面的に記録す

ることにより、資産の動きや行政サービスの提供に必要なコストを把握することができる

ようになります。 
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（４）民間の企業会計と公会計の違い 

新地方公会計制度は、民間企業の会計手法を取り入れたものですが、地方公共団体とは

そもそもの目的が異なります。民間企業の目的は利益獲得であるため、例えば損益計算書

は、対応する収益とコストを差し引いて適切に期間損益を計算し、企業経営に資すること

を目的としています。 

これに対し、地方公共団体は利益の獲得を目的としませんので、経常行政コストと経常

収支の差引きで表される純経常行政コストは、利益の概念ではなく、地方税や地方交付税

などの一般財源や資産の売却などで賄うべきコストを示すことになります。 

 

２．統一的な基準による財務書類の概要 
（１）財務書類の作成範囲 

すべての自治体において、一般会計等財務書類、全体会計財務書類、連結会計財務書類

の３種類が公表されることになります。 

財務書類の作成の範囲は以下のとおりとなります。 

財務書類名称 対象会計範囲 

一般会計等財務書類 
一般会計 

財政健全化法において対象としている範囲 

全体会計財務書類 
一般会計等財務書類 

特別会計（一般会計等に含まない会計） 

連結会計財務書類 

全体会計財務書類 

一部事務組合 

広域連合 

地方公社 

第三セクター 
 

■南幌町における財務書類の範囲 

連結会計 

財務書類 

全体会計財務書類 

一般会計等財務書類 一般会計 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

病院事業会計 

下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

一
部
事
務
組
合 

南空知葬斎組合 一
部
事
務
組
合
・
第
三
セ
ク
タ
ー 

北海道後期高齢者医療広域連合 

南空知公衆衛生組合 北海道市町村職員退職手当組合（※） 

空知教育センター組合 北海道市町村総合事務組合（※） 

南空知消防組合 北海道町村議会議員公務災害補償等組合 

南空知ふるさと市町村圏組合 北海道市町村備荒資金組合 

長幌上水道企業団 株式会社南幌振興公社 

道央廃棄物処理組合  

（※）については整備中につき数値の反映はしていません。 
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（２）財務書類の種類 

財務書類は「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」及び「資金収支計

算書」の４表から構成されており、下記のとおり相互関係があります。 

 

■財務書類４表構成の相互関係 

 

貸借対照表  
行政コスト 

計算書 
 

純資産変動 

計算書 
 

資金収支 

計算書 

資産 負債 

 

経常費用 
 

前年度末残高 

 

業務活動収支 

うち 

現金 

預金  

経常収益 純行政コスト 投資活動収支 

臨時損失 財源 財務活動収支 

 

臨時利益 
固定資産等 

の変動 
前年度末残高 

純資産 純行政コスト 本年度末残高 本年度末残高 

 

 

 

 

○貸借対照表の資産のうち「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末残高に本年度

末歳計外現金残高を足したものと対応します。  

○貸借対照表の「純資産」の金額は、資産と負債の差額として計算されますが、これは純資

産変動計算書の本年度末残高と対応します。  

○行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。 

 

 

  

＋本年度末歳計外現金残高 
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３．一般会計等財務書類 
（１）貸借対照表（ＢＳ） 

 貸借対照表は、基準日時点における財政状態（資産・負債・純資産の残高及び内訳）を表

示したものです。 

  資産は南幌町がこれまでに住民サービス提供のために形成し、今後も住民サービス提供

のために利用される財産です。 

  財産形成に係る財源が地方債等であれば負債に、町税や国・道の補助金等であれば純資

産に計上されます。 

 

具体的には以下のとおりです。 

○資 産：学校、道路など将来の世代に引継ぐ社会資本や基金など将来現金化が可能な財産 

○負 債：地方債や退職給付引当金など将来の世代の負担となるもの 

○純資産：過去の世代や国・道が負担した将来返済しなくてよい財源 

 

これまでに一般会計等においては 22,919 百万円の資産を形成してきました。そのうち、純

資産である 14,807 百万円（64.6%）については、過去の世代や国・道の負担で既に支払いが

済んでおり、負債である 8,112 百万円（35.4%）については、将来の世代が負担していくこと

になります。 

 

■貸借対照表の概略図 

借方（かりかた） 貸方（かしかた） 

資  産 

土地・建物・貸付金 

現金・基金 等 

負債（将来負担） 

地方債、債務負担行為額 

退職手当引当金 等 

純資産（これまでの世代負担） 

国庫支出金、道支出金 

一般財源 等 
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（２）行政コスト計算書（ＰＬ） 

行政コスト計算書は、１年間の行政運営コストのうち、福祉サービスやごみの収集にか

かる経費など、資産形成につながらない行政コストを業務費用として①人件費、②物件費

等、③その他の業務費用、業務費用以外に移転費用に区分して表示したものです。 

行政コスト計算書は、企業会計でいう損益計算書にあたるものです。ただし、公会計で

いう行政コスト計算書は、損益をみることが目的ではなく、住民が受ける行政サービスの

コスト（原価）計算に重点が置かれています。 

例えば、官庁会計の歳入歳出決算書では、資産形成に関わる支出も単年度の行政サービ

スに関わる支出も、すべてその年度の歳入歳出を対象として収支を計算します。 

一方で、地方公会計では、普通建設事業費や地方債償還費は資産の増加や減少であり、

費用の発生ではないので、行政コスト計算書には計上されません。また、歳入歳出決算書

では計上されない減価償却費や退職手当引当金繰入等は、地方公会計では、期間損益の観

点から、費用の発生として行政コスト計算書に計上されます。 

経常費用を経常収益から差引いた純経常行政コストは、行政サービス提供にかかったコ

ストから利用者の負担を差引いた純粋なコストを示します。 

 

◆費 用：行政サービス提供のために費やしたもの 

①人件費 

職員給与や議員報酬、退職給付費用（当該年度に退職手当引当金として新たに繰り入 

  れた額）など 

②物件費等 

備品や消耗品、施設等の維持補修にかかる経費や減価償却費（社会資本の経年劣化等

に伴う減少額）など 

③その他業務費用 

支払利息、徴収不能引当金繰入額、市町村債償還の利子など 

④移転費用 

他会計への支出額、補助金等、社会保障給付、他団体への資産整備補助金など 

 

◆収 益：直接サービス提供により住民等がその対価として支払い、自治体が得られるもの 

令和 5 年度の一般会計等行政コスト総額は 7,034 百万円となっています。一方、行政サー

ビス利用に対する対価として住民の皆さんが負担する使用料や手数料などの経常収益は 452

百万円となっています。行政コスト総額から経常収益を引いた純経常行政コストは 6,582 百

万円、臨時損失・利益を加えた純行政コストは 7,034 百万円となっています。 
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（３）純資産変動計算書（ＮＷ） 

純資産変動計算書は、地方公会計制度では純資産の変動を示すものと定義しています。

純資産の変動とは、政策形成上の意思決定またはその他の事象による純資産及びその内部

構成の変動としています。 

純資産の減少は、現役世代が将来世代にとっても利用可能であった資源を費消して便益

を享受する一方で、将来世代にその分の負担が先送りされたことを意味します。逆に純資

産の増加は、現役世代が自らの負担によって将来世代も利用可能な資源を蓄積したことを

意味するので、その分、将来世代の負担は軽減されたこととなります。 

このような観点から、純資産の増減が、企業会計における利益及び損失の増減を示すも

のとも言い換えることができます。 

 

◆余剰分の計算 

①純行政コスト 

   行政コスト計算書の純行政コストと一致します。 

②財源 

   財源をどのような収入（税収等、国庫補助金）で調達したかを表します。 

 

◆固定資産形成分 

 財源を将来世代も利用可能な固定資産、貸付金や基金等にどの程度使ったかを表します。 

①固定資産等の変動 

   当該年度に学校、道路などの社会資本を取得した額と過去に取得した社会資本の経年

劣化等に伴う減少額を表します。基金、貸付金、出資金など長期金融資産の当該年度に

おける増加と減少を表します。 

②資産評価差額 

   有価証券等の評価差額を表します。 

③無償所管換等 

   無償で譲渡または取得した固定資産の評価額等を表します。 

 

令和 5 年度は、一般会計等本年度末純資産残高が 14,807 百万円となっています。純資産

変動計算書の本年度純資産変動額は、企業会計の利益剰余金の増減にあたるところでもあり、

今後の推移をみる必要があります。 
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（４）資金収支計算書（ＣＦ） 

資金収支計算書は、地方公会計制度では、資金収支の状態をみるものと定義しています。

資金収支の状態とは、自治体の活動による資金の期中取引高を意味します。資金収支の状

態は、地方公共団体の資金利用状況及び資金獲得能力を評価する上で有用な財務情報とし

ています。 

 

①業務活動収支：行政サービスを行う中で、毎年度継続的に収入、支出されるもの 

②投資活動収支：学校、公園、道路などの資産形成や投資、基金などの収入、支出など 

③財務活動収支：公債、借入金などの収入、支出など 

 

令和5年度の一般会計等本年度資金収支額は51百万円のマイナスとなり、本年度末資金残

高は75百万円に減少しました。 
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４．一般会計等財務分析 
これまでは、南幌町の財務書類を実数で示してきましたが、これだけでは南幌町における

健全性や効率性を推し量ることができません。 

そこで、財務書類や各種資料からの数値を指標に置き換えて分析します。これにより、健

全な項目や改善が必要な項目を把握することができます。ここでは一般会計の主要な指標分

析をしていきます。 

 

（１）住民一人当たり資産額 

  南幌町における住民一人当たりの資産額を示すものです。 

 

  計算算式：資産合計÷人口  

  資産合計：資産合計（ＢＳ） 

  人口：年度末（3 月 31 日）現在住民基本台帳人口 

（単位：千円） 

年度 資産合計 人口 一人当たり 

令和５年度 22,919,221 7,838 2,924 

令和 4 年度 23,762,222 7,610 3,122 

令和３年度 23,646,897 7,366 3,210 

 

（２）歳入額対比資産率 

  これまでに形成されたストックとしての資産が、歳入の何年分に相当するかを示すもの

です。 

 

  計算式：資産合計÷歳入総額  

  資産：資産合計（ＢＳ） 

  歳入総額：業務収入、臨時収入、投資活動収入、財務活動収入、前年度末資金残高 

       （ＣＦ） 

（単位：千円、年） 

年度 資産合計 歳入総額 比率 

令和 5 年度 22,919,221 7,853,485 2.92 

令和 4 年度 23,762,222 8,245,067 2.88 

令和３年度 23,646,897 7,283,328 3.25 
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（３）有形固定資産減価償却率 

  有形固定資産のうち償却資産の取得価格に対する減価償却累計額の割合を算出すること

により、耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているかを示すものです。この

有形固定資産減価償却率が高いほど施設の老朽化が進んでいるといえます。 

 

  計算算式：減価償却累計額÷(有形固定資産合計－土地等の非償却資産＋減価償却累計)  

  減価償却累計額：建物減価償却累計額、工作物減価償却累計額、その他減価償却累計額 

          （ＢＳ） 

  分母：有形固定資産、土地等非償却資産、減価償却累計額（ＢＳ） 

（単位：千円、％） 

年度 減価償却累計額 分母 比率 

令和 5 年度 35,519,499 52,394,576 67.79 

令和 4 年度 34,330,613 51,522,928 66.63 

令和３年度 33,221,700 50,341,908 65.99 

 

（４）純資産比率 

  総資産のうち返済義務のない純資産がどれぐらいの割合かを示すものです。 

 

  計算算式：純資産÷資産合計  

  純資産：純資産合計（ＢＳ） 

  資産：資産合計（ＢＳ） 

（単位：千円、％） 

年度 純資産合計 資産合計 比率 

令和 5 年度 14,807,410 22,919,221 64.61 

令和 4 年度 15,870,685 23,762,222 66.79 

令和３年度 15,983,140 23,646,897 67.59 

 

  



14 

（５）社会資本形成の世代間負担比率（将来世代負担比率） 

  有形固定資産などの社会資本等に対して、将来の償還等が必要な負債による調達割合を

算定することにより、社会資本等形成に係る将来世代の負担の程度を示すものです。 

 

  計算式：地方債残高÷有形・無形固定資産合計  

  地方債残高：地方債、1 年以内償還予定地方債等（ＢＳ） 

   ※地方債残高から臨時財政特例債、減税補てん債、臨時税収補てん債、臨時財政対策 

    債、減収補てん債特例分を除く 

  有形・無形固定資産合計：有形固定資産、無形固定資産（ＢＳ） 

                       （単位：千円、％） 

年度 地方債残高 有形・無形固定資産合計 比率 

令和 5 年度 7,460,092 21,209,533 35.17 

令和 4 年度 7,258,871 21,407,880 33.91 

令和３年度 6,881,100 21,352,611 32.23 

※地方公会計の推進に関する研究会報告により、算定方法を変更しています。 

 

（６）住民一人当たり行政コスト 

  住民一人当たりが負担している南幌町の経常的な活動に係るコストを示すものです。 

 

  計算式：純行政コスト÷人口  

  純行政コスト：純行政コスト（ＰＬ） 

  人口：年度末（3 月 31 日）現在住民基本台帳人口 

（単位：千円） 

年度 純行政コスト 人口 一人当たり 

令和 5 年度 7,034,024 7,838 897 

令和 4 年度 6,831,815 7,610 898 

令和３年度 6,888,013 7,366 935 
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（７）住民一人当たり負債額 

  南幌町における住民一人当たりの負債額を示すものです。 

 

  計算式：負債合計÷人口  

  負債合計：負債合計（ＢＳ） 

  人口：年度末（3 月 31 日）現在住民基本台帳人口 

（単位：千円） 

年度 負債合計 人口 一人当たり 

令和 5 年度 8,111,811 7,838 1,035 

令和 4 年度 7,891,537 7,610 1,037 

令和３年度 7,663,757 7,366 1,040 

 

（８）基礎的財政収支 

  業務活動収支（利払利息支出を除く）及び投資活動収支（基金積立金支出及び基金取崩

収入を除く）の合算額を算出することにより、その時点で必要とされる政策的経費をその

時点の税収等でどれだけ賄えているかを示すものです。 

 

 計算式：業務活動収支(支払利息支出を除く)＋投資活動収支(基金積立支出及び基金取崩収入を除く)  

  業務活動収支：業務活動収支（支払利息支出を除く）（ＣＦ） 

  投資活動収支：投資活動収支（基金積立支出及び基金取崩収入を除く）（ＣＦ） 

（単位：千円） 

年度 業務活動収支 投資活動収支 収支 

令和 5 年度 △228,436 △127,079 △355,515 

令和 4 年度 160,667 △302,335 △141,668 

令和３年度 △672,562 318,209 △354,353 
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（９）受益者負担比率 

  経常収益（使用料・手数料などの行政サービスに係る受益者負担額）に対する経常費用

（行政サービス提供に係る負担）の比率を算出することにより、行政サービスの提供に対

する受益者負担割合を示すものです。 

 

  計算式：経常収益÷経常費用  

  経常収益：経常収益（ＰＬ） 

  経常費用：経常費用（ＰＬ） 

                       （単位：千円、％） 

年度 経常収益 経常費用 比率 

令和 5 年度 452,378 7,033,996 6.43 

令和 4 年度 310,121 7,138,755 4.34 

令和３年度 293,091 7,217,107 4.06 
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６．一般会計等注記 
（１）重要な会計方針 

① 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

ア 有形固定資産･･････････････････････････････････取得原価 

   ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

    取得原価が判明しているもの･･････････････････取得原価 

   取得原価が不明なもの及び寄附取得のもの･･････再調達原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 無形固定資産･･････････････････････････････････取得原価 

   ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

    取得原価が判明しているもの･･････････････････取得原価 

   取得原価が不明なもの及び寄附取得のもの･･････再調達原価 

② 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

ア 満期保有目的以外の有価証券････････････････････取得原価 

イ 出資金････････････････････････････････････････出資金額 

③ 有形固定資産等の減価償却の方法 

ア 有形固定資産･･････････････････････････････････定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物   5年～50年 

工作物 10年～30年 

物品   3年～10年 

イ 無形固定資産･･････････････････････････････････定額法 

（ソフトウェアについては、当町における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっ

ています。） 

④ 引当金の計上基準及び算定方法 

ア 徴収不能引当金 

未収金及び長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能

見込額を計上しています。 

イ 退職手当引当金 

期末に自己都合により退職した場合に必要となる支給額を計上しています。 

ウ 損失補償等引当金 

履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全

化に関する法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上していま

す。 

エ 賞与等引当金 

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額

の見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

⑤ リース取引の処理方法 

所有権移転外ファイナンス・リース取引及びオペレーティング・リース取引は通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

⑥ 資金収支計算書における資金の範囲 

現金及び現金同等物 
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なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の

受払いを含んでいます。 

⑦ その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

ア 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が50万円（美術品は300万円）以上の場

合に資産として計上しています。 

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

 

（２）重要な会計方針の変更等 

重要な会計方針の変更はありません。 

 

（３）重要な後発事象 

該当する事象はありません。 

 

（４）偶発債務 

該当する債務はありません。 

 

（５）追加情報 

① 地方自治法第２３５条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、

出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数と

しています。 

② 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次のと

おりです。 

実質赤字比率    実質赤字額なし 

連結実質赤字比率  連結実質赤字額なし 

実質公債費比率   11.7％ 

将来負担比率    111.2％ 

 

（６）利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 44,914千円 

 

（７）繰越事業に係る将来の支出予定額 

 該当する支出予定額はありません。 
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７．その他 
（１）全体財務書類 

（２）連結財務書類 

 

■南幌町における財務書類の範囲 

連結会計 

財務書類 

全体会計財務書類 

一般会計等財務書類 一般会計 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

病院事業会計 

下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

一
部
事
務
組
合 

南空知葬斎組合 
一
部
事
務
組
合
・
第
三
セ
ク
タ

ー 
北海道後期高齢者医療広域連合 

南空知公衆衛生組合 北海道市町村職員退職手当組合（※） 

空知教育センター組合 北海道市町村総合事務組合（※） 

南空知消防組合 北海道町村議会議員公務災害補償等組合 

南空知ふるさと市町村圏組合 北海道市町村備荒資金組合 

長幌上水道企業団 株式会社南幌振興公社 

道央廃棄物処理組合  

（※）については整備中につき数値の反映はしていません。 

 

 

 


















